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１．社会・企業・人・教育の関係

企業(生産)・政府(分配)の
ミッション

必要な人材

必要な教育

自由と無気力
社会の機会と危機

技術革新

社会の目標：SDGs
課題：持続可能な発展

人財の2極化
個人の機会と危機

豊かな社会
≒労働から解放

社会変革(Society5.0)

ビジネスの創造と破壊
機会と危機



持続可能性(サステナビリティ)の危機

1. 資源の過剰消費

⚫日本は地球2.8個、U.S.A.は5.0個

2. 地球環境問題:温室効果ガス(億炭素トン)

⚫人為的排出量(72)と自然吸収量(31)

3. 長寿化

4. 少子化

5. 長寿化×少子化=高齢化→社会保障の持続可能

6. 人口減少・・・→地域の衰退・消滅の危機

https://www.overshootday.org/newsroom/press-release-june-2019-

japanese/

物質の生産量と消費量
生物の誕生数と死亡数のアンバランス

原因は同じ・・・豊かさ

⚫ 一つの地球で複数の地球の豊かさ…→Society5.0

⚫ 日本は世界の課題先進国(3～6は日本が先頭)



ビジネスの破壊と創造~過去30年間の時価総額ランキングの変化

世界株式時価総額ランキング(2021年6月末) https://lloydy-investment.com/equity-market-cap/#toc2

https://media.startup-db.com/research/marketcap-global

(トヨタ)

これは何を意味しているのか？ 創造と破壊
日本(企業)はこのまま衰退の道を辿るのか？



豊かな社会の光と影～ケインズ(John Maynard Keynes)が予言した未来

孫の時代の経済可能性 1930年

Economic Possibilities for our Grandchildren

大きな戦争や人口の極度の増加がないとすれば、 経済問

題は100年以内に解決するか、少なくとも解決が視野に

入ってくる。多少なりとも残っている仕事をできるだけ広く共有

しようとするだろう。一日 3 時間労働や週 15 時間労働に

すれば、この問題をかなり長いこと先送りできる。

つまり創造以来初めて、人類は己の本物の、永続的な問

題に直面する—目先の経済的懸念からの自由をどう使うか

科学と複利計算が勝ち取ってくれた余暇を、賢明にまっとうで

立派に生きるためにどう埋めるか。

余暇を心待ちにする他の人々同様、彼女も聴いて

いるだけで時間を過ごせたらどんなにいいだろうと思って

いる。天国は詩篇や甘い音楽で充ち満ちている。でも

あたしは歌う側には一切まわらない。人生が耐えられ

るものとなるのは、その歌う側にまわる人々だけなの

だ—そして歌える人はいかに少ないことか！

1929年世界大恐慌
ブロック経済化→第2次世界大戦

https://ja.wikipedia.org/wiki/ジョン・メイナード・ケインズ



2. 社会と企業の変化、そのインパクト
２０世紀(工業社会) ２１世紀(Society4.0～5.0) 主なインパクト

社会

目標
モノの潤沢
10億人の豊かさ

サステナビリティ
誰一人取り残さない

ビジネスの創造と破壊
社会保障ではなく教育の問題

人口
50億人
人口爆発

100億人、人口減少社会へ
超高齢社会
→社会保障の持続可能性の危機

現役期間の長期化
雇用の限界→複数職(含自営)
多様な働き手→働き方の自由度

技術

目的
安価に大量生産 モノを最小化、利用を最大化

寿命と健康寿命の差を最小化
人間の労働が2極分化
・非定型知識型専門労働
・非定型単純労働
ホワイトカラーの仕事が消滅
自由時間の増大

手段
コスト減、品質管理 ディジタル技術、ﾛﾎﾞﾃｨｯｸｸｽ、分

散台帳、AI、生命工学

市場
規格品のマス市場 マス市場→際限なき低価格化

ニーズは多様化から個人化へ
→ロングテール化＆グローバル化

生産体制の変化
集中型→分散型
階層型→ネットワーク型

供給者

企業

理念
原理

豊かな消費社会
利益の最大化
単純かつローカル

サステナビリティ
持続可能と利益の両立
複雑かつグローバル

細分化された専門人財から複雑
系の問題解決力を持つ人財へ

体制

規模の経済
→大企業を頂点とす
るピラミッド構造

マス市場→少数の大企業に集約

ロングテール市場→供給者の大衆
化・多様化・個性化

多数の中間管理職と労働者
→少数のエリートと機械・AI
多様な人財に機会
→オンラインワーカーの拡大



終戦直後(1945年)

http://onomar.jugem.jp/?eid=3765 https://rekishi-memo.net/img/showajidai_35b.jpg

高度成長期の東京(1967年)

江戸1865年 大正初期の銀座156年前 約100年前

54年前76年前

https://ameblo.jp/tominaga/entry-12350634487.html
https://smtrc.jp/town-archives/city/ginza/p02.html



現在(戦後76年) 東京から富士山が見える日数
31日(1971年) 110日(2020年)



社会変革～過去と今回の違い

◼ 過去2度の社会変革は世界でも稀な成功

⚫明治維新と戦後の復興

◼ 過去2度の社会変革の成功要因

⚫危機感と目標が共有・・・富国強兵と経済大国

⚫手本(モデル)となる国があった・・・明治維新は欧州、戦後は米国

⚫教育が次の社会を先んじていた

⚫ 江戸時代の寺子屋・・・識字率70%。当時世界最高

⚫ 戦前の学校教練・・・勤勉で規律ある労働者

◼ 3回目の社会変革は？

⚫現在の日本社会・・・技術先進国と社会後進国 「スパコンとハンコ」

⚫危機感・・・将来に不安を持ちつつも、現状を変えようという危機感は希薄。居心地が良い社会。

⚫手本とする国は無い・・・日本は課題先進国。人類史上例のない超高齢社会、人口減少社会

⚫教育

⚫ PISA(学習到達度調査2018年)79か国比較では上位だが、・・・

➢ 読解力(15)、数学(6位)、科学(5位)。 3項目とも1位は中国(北京・上海・江蘇・浙江)

⚫ 経験や前例のない問題へどう対応するのか？

➢ [Do the things right]ではなく[Do the right thing]，科学的思考、論理的思考



中高生が思い描く将来についての意識調査2021(ソニー生命)

◼ 10年後

⚫自身の将来イメージ「不安」中学生46%、高校生48%

⚫日本の将来イメージ「不安」中学生62%、高校生69%

◼イメージする幸福

⚫「安定した仕事」よりも「好きな仕事」

⚫「給料は低いが残業は少ない」よりも「給料は高いが残業は多い」

⚫「結婚してお金や時間が少ない」よりも「未婚で時間やお金が多い」

◼ なりたい職業

⚫YOUTUBER 中高男子(1位)、中高女子(8位)

⚫公務員 中高女子(1位)、中高男子(4位、8位)

⚫ものづくりエンジニア TOP10外・・・理系に行く理由は？

◼ なりたい大人

⚫男子 (1位)HIKAKIN、(2位)明石家さんま

⚫女子 (1位)新垣結衣、(2位)橋本環奈

https://www.sonylife.co.jp/company/news/2021/nr_210729.html#sec1

⚫ 平和と豊かな社会を象徴している？
⚫ 能力を活かす場が、他にも沢山あることを知らないと
すれば不幸なことではないか



ロングテール型市場と産業 ～ Japan as Only One の可能性

生
産
量

商品種

マス市場(大量生産型) ロングテール市場

生産 規格品の大量生産 多品種少量生産

競争力の源泉
規模の経済
価格と品質管理

ニーズやウォンツへの細かな適合
微小差,こだわり・作り込み

雇用
少数の優秀な人財
ロボット・AI

専門性の高い多様・多彩な職
先端技術者、匠人財の双方

AI・ﾛﾎﾞｯﾄとの関係 代替関係 補完関係

マス市場

⚫ 大量生産型は機械とAIへ、ロングテール型市場が雇用を創出

⚫ ロングテール型は日本の強みが発揮できる(大量生産型よりも日本人に向いている)

⚫ ロングテール型×ローカル市場はビジネスになりにくい →ロングテール×グローバル市場

⚫ 対象分野・・・あらゆる分野（服､靴、農、食、美容、健康、医療、車、半導体・・・）

ロングテール市場（従来は商品化されていなかった領域）
→ニッチだが市場は大きい



ロングテール型 ～ 分散型自動車産業

アイデア 投票 プロトタイプ 販売小工場で製造

貢献度に応じて参加者に利益配分

https://localmotors.com/explore/

LOCAL MOTORS
◼ 設立 2007年
◼ 本社 フェニックス，AZ
◼ 社員 82名
◼ コミュニティメンバー42,200名（130カ国）
→グローバル×オンラインで働く

◼ ビジネス
◼ 自動車販売（完成車、組み立てキット）
◼ CO-CREATION プラットホーム提供
◼ 物販

https://idarts.co.jp/3dp/local-motors-secures-1-billion-financing-olli-customers/



３．教育の方向性と課題

1. Society5.0型へ

⚫ サイバー空間とリアル空間の高度な融合・・・オンライン教育と対面教育

2. 誰一人取り残さない・・・SDGsの理念

⚫ エリート教育とマジョリティ教育・・・→エリートだけでは社会は豊かになれない

3. 学びの動機・・・これなくしては学習効果はあがらない

⚫ 受験は一部の人以外は動機にならない

⚫ 動機になるものは人それぞれ・・・→ 現実(リアル)の体験を通じて得るものが大きい

4. 学び続ける力・・・基礎学力が無いと学べない、教養が無いと知識を正しく使えない

a. 基礎学力

⚫ 読解力、数学、文章力、ITリテラシー

⚫ 知識量・・・「知の結合」には個人の知識量は重要→詰め込みは不要。関心を持てば記憶は定着する

⚫ スキルは陳腐化する。スキルを継続的に学ぶ力

b. 広い教養と視野

⚫ 世界の歴史、文化、社会課題、価値観等の幅広い教養

⚫ 知識を正しく使う能力(Wisdom)・・・科学技術では答えられない、倫理、哲学の問題
Can(できる、できない)ではなく、Should(すべきか、すべきでないか）の重要性が高まる

⚫ 文理融合教育が必須



Society5.0の教育 ～ オンラインとリアルの融合

オンライン リアル 今後の変化

優位性

⚫ 学習の場所と時間の自由度
⚫ コンテンツの多様性
⚫ 高品質(ﾍﾞｽﾄﾌﾟﾗｸﾃｨｽ)
⚫ 広い人的ネットワーク形成
⚫ 容量制約からの解放
⚫ コスト削減

⚫ 実物感(ﾘｱﾘﾃｨ)
⚫ 高度なコミュニケーション及

びそれを介する共創活動
⚫ 深い人的関係の構築
⚫ 社会的に確立した価値

➢ 情報通信技術の進歩によりオ

ンラインで可能な領域が拡大

➢ オンラインとリアルを組み合

わせ教育が一般化→教育コス

トを抑え質の高い教育の提供

することが可能

➢ リアルの提供価値が高まる大

学の個性化、教育の多様化が

進む

➢ 優秀な学生の獲得競争が激化

入学枠の拡大と入学後の選別

が可能→世界中の優秀な学生

を集め、高水準の研究を可能

➢ 実質的教育価値が社会的価値

よりも重要になる

教育で
の活用

⚫ 知識、教養獲得
⚫ スキル獲得、資格取得
⚫ 高校、大学の卒業資格

⚫ 実技型教育
➢ スポーツ、芸術、文化、技能
⚫ 体験型教育
➢ インターンシップ
⚫ プロジェクト型教育
➢ 実践知（知識を実社会で活用

する)
⚫ グローバル人財教育
➢ 多国籍の学生とグローバル問

題を議論、解決

事例

スキル:国内外の大学、民間多
数、gacco(85万人,ドコモ)
高校卒業資格:N高校(角川ドワ
ンゴ学園)
大学卒業資格:サイバー大学(ｿﾌ
ﾄﾊﾞﾝｳ)

オンラインとリアルの融合型
ミネルバ大学(ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ)



未来の教育の例 ～ Minerva大学

◼ 全寮制のオンライン大学

⚫2014年開校、全寮制、校舎が無い

⚫専攻：アート&ヒューマ二ティ、ビジネス、ナチュラル

サイエンス、CS、ソーシャルサイエンス

⚫生徒数 600名程度

◼ 学費

⚫1万ドル/年、米大学平均（4万~7万ドル/年）

より大幅に安価

◼ 世界7都市を移り住みながら受講

⚫ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ(最初の1年),ﾌﾞﾚｰﾒﾝ,ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ,ｿｳﾙ,

ﾊﾞﾝｶﾞﾛｰ,ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ,ﾛﾝﾄﾞﾝ･･･

◼ 世界40か国から生徒
⚫80%は米国外

⚫合格率は2%(ハーバードより難関)

◼ 世界的ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ、ﾘｰﾀﾞｰの養成

◼ 教育の特色

⚫実践的知識を重視

⚫クリティカル思考、クリエイティブ思考、プレゼン

テーション能力、対人コミュニケーション

https://www.minerva.edu/

世界と人々の本当の理解は、異なる都市と多様な文
化の中で、現実に接することによってのみ得られる



2020年に必要なビジネススキルランキングトップ10

1. 複雑な問題解決力（Complex Problem Solving）
➢ 関連する、相反する多くの要素で構成される問題の全体最適解を見つける

2. クリティカルシンキング（Critical Thinking）
➢ 物事を無条件に鵜呑みにするのではなく、自分で考えを持つことができる

3. 創造力（Creativity）
➢ 今ここにない新たなことを創りだす力。多くの知の結合からうまれる。奇想天外とは違う

4. マネジメント力（People Management）
➢ 部下やメンバーと信頼関係を作り、人が成果を出せる環境を整える

5. 人間関係調整力（Coordinating with Others）
➢ お互いWin-Winになるような関係を構築できる

6. 情緒的知性（Emotional Intelligence）
➢ 他者の反応を読む、なぜそのように反応するのかを理解できる

7. 決断力（Judgement and Decision Making）
➢ 決断をしてその決断に責任を持つ

8. サービス指向力（Service Orientation）
➢ 他者を助ける方法を積極的に探す。 人間起点、課題起点の解決策を探す

9. 交渉力（Negotiation）
➢ 相手の要望と自分たちの要望の双方を満たす着地点を見つけ、着地点に導く力

10. 認識の柔軟性（Cognitive Flexibility）
➢ 固定概念を持たず、ものごとを柔軟に捉える力

世界経済フォーラム2016より



誰一人取り残さないためには、教育に何が必要か？

競争市場への適応
が困難な層

⚫ 才能を社会のために使う･･･動機づけが必要
⚫ 自ら学び知識やスキルを獲得することができる
⚫ 知識を使う場や機会は個人の努力だけでは限界
⚫ 社会性･･･人間は社会の生き物(Social Being)

リーダー
イノベータ

⚫ 多様化,個人化市場向けのビジネスの担い手
⚫ 複数の職を持つ･･･雇用＋ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ単位＋自営
⚫ グローバル×オンラインで働けるスキル
⚫ 多様化したニーズを発見、気付く力
⚫ 豊かな日常では気付かない･･･→リアルの体験
⚫ 学ぶための基礎学力と教養･･･→教育
この層を拡大することが社会全体の豊かさに直結

⚫ 尊厳あるセーフティネットが必要→BIによる解決?
⚫ 受け手(社会保障)だけでなく、与える側(Giver)
⚫ 社会価値があるが経済価値になりにくい活動を意

図的、計画的にに作る

多数層(Majority)



https://www.upwork.com/オンラインワーカーという働き方

◼ UPWORK

⚫オンライン労働市場(双方向)

⚫Fortune500の1/3社が利用

◼ 会社ではなく仕事を選ぶ

⚫特定の企業の業績に左右されない

⚫世界の成長企業と同調可→雇用リスクを最小化

◼ 市場価値で決まる給与

⚫安価な労働力/正社員の補充要員ではない
→Talent

⚫市場価値:需要,専門性,経験による

⚫正規・非正規，フルタイム・パートタイムは関係ない

⚫法や規制で賃金を決めるのは負の効用が大きく持続し
ない

◼ スキルアップの意欲が沸く

⚫どのスキルを習得すると、どの程度の収入が得られるかが
わかるので、学習意欲が沸く

⚫学習→スキルアップ→高収入→学習意欲の好循環





健康・栄養・運動の原稿作成
納期5日、50ドル～300ドル

$175/時$70/時$20/時$55/時



コロナ禍で加速する未来の働き方

⚫ 主としてリモートで働く人の割合
• コロナ禍中 63.9%
• 2025年 39.5%

⚫ 「ﾘﾓｰﾄﾜｰｸできる会社」と「できない会社」
どちらが選ばれるだろうか？

ﾊﾞｹｰｼｮﾝしながら働く「ワーケーション」の人気が急拡大

総合 39.5%

製造業

北米

アジア

EU

資料‘タタコンサルタンシーサービシズ（TCS）の調査
https://www.consultancy.eu/news/5273/research-40-of-employees-will-
work-from-home-by-2025

2025年までに従業員の40%が自宅で働く



４．産学連携の可能性

◼ 大学と企業の継続的人材交流

⚫社会ニーズに適合した高度専門人財の育成

⚫専門深堀型のドクターからイノベーション創出型の人材(イノベーター)養成

企業

行政

市民

大学

大学 企業

企業
企業
企業

大学

◼ 学びの動機付けの機会としての企業

⚫リアルの体験を通じた気付きが不可欠。座学では実感が沸かない。

◼ 知識を使い方を学ぶ場としての企業

⚫実社会の問題、多くの関係者とのコミュニケーションを通じた知識の活用

◼ リカレント教育の場としての大学

⚫ビジネスの創造と破壊を伴うビジネス開発は企業内教育では限界がある。特
に、技術のある中小企業は教育の必要性も効果も大きい

⚫知識やスキルの習得であればオンライン教育でも可能だが、イノベーター人材
はオンラインとリアルの融合教育が必要

◼ 共創の場としての大学

⚫複雑系のサステナビリティ経営では一社では限界がある。産官学民連携
PPPP(public-private-people partnerships)

⚫学生の教育効果も大


